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結
び
に
か
え
て

は

じ

め

に

行
政
主
体
が
行
政
目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
私
人
と
締
結
す
る
契
約
、
い
わ
ゆ
る
行
政
契
約
は
多
種
多
様
で
あ（
１
）

り
、
民
法
上
の
契
約

類
型
を
採
る
場
合
で
も
、
民
法
上
の
規
範
の
み
で
は
処
理
し
き
れ
ず
、
行
政
法
上
の
要
請
に
基
づ
く
独
自
性
・
自
律
性
を
見
せ
る
こ
と

が
あ
る
。
し
か
し
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
い
か
よ
う
に
処
理
す
べ
き
で
あ
る
か
に
つ
き
、
行
政
法
上
の
一
般
的
な

理
論
が
確
立
し
て
い
な
い
よ
う
に
み
え（
２
）

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
行
政
主
体
が
私
人
と
締
結
す
る
契
約
の
う
ち
、

公
益
優
先
主
義
の
観
点
か
ら
行
政
主
体
に
一
方
的
変
更
権
を
付
与
す
る
等
の
法
効
果
を
有
す
る
行
政
契
約
（con

trats

adm
in

istratif

（
３
）

s

）
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
基
準
と
固
有
の
法
効
果
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
契
約
と
そ
の
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理
論
は
、
契
約
的
な
手
法
を
採
用
す
る
行
政
が
幅
広
く
存
在
し
、
そ
の
領
域
が
拡
大
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
わ
が
国
の
理
論
展
開
に
も
有

益
な
示
唆
を
与
え
る
に
違
い
な（
４
）

い
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
私
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
契
約
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
と
官
公
庁
契
約
（m

arch
és

pu
blic

（
５
）

s

）
と
の
関

係
を
検
証
し（
６
）

た
。
以
下
は
、
前
稿
の
検
討
を
踏
ま
え
、
そ
の
延
長
線
上
で
、
官
公
庁
契
約
法
典
（C

ode
des

m
arch

és
pu

blic

（
７
）

s

）
に

従
っ
た
契
約
を
行
政
契
約
と
す
る
最
近
の
立
法
と
理
論
動
向
す
な
わ
ち
「
官
公
庁
契
約
の
行
政
化
（«

l’adm
in

istrativisation
»

des

m
arch

és
pu

blic
（
８
）

s
）」
に
検
討
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
前
稿
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
契
約
の
基
準
で
あ
る
法
外
条
項
と
法

外
制
度
（
後
述
）
へ
の
分
析
が
必
要
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
官
公
庁
契
約
法
典
に
準
拠
し
た
契
約
に
対
し
て
法
外
制
度
概
念
を
拡
張
し

て
適
用
す
る
見
解
に
つ
き
、
そ
の
特
徴
と
問
題
点
を
検
討
し
た
。
そ
し
て
近
年
、
こ
の
行
政
契
約
と
官
公
庁
契
約
と
の
関
係
を
め
ぐ
り
、

伝
統
的
な
理
論
と
は
対
照
的
な
立
法
政
策
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
理
論
に
一
石
が
投
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
契
機
は
二
つ
で
、

第
一
は
、
Ｅ
Ｕ
法
の
原
則
で
あ
る
「
法
的
安
定
性
（prin

cipe
de

sécu
rité

ju
ridiqu

（
９
）

e

）」、「
裁
判
を
受
け
る
権
利
」
の
確
保
、「
正

義
に
基
づ
く
健
全
な
行
政
を
受
け
る
権
利
」
を
実
現
す
る
必
要
で
、
第
二
は
、
行
政
契
約
を
め
ぐ
る
訴
訟
の
裁
判
管
轄
を
簡
素
化
す
る

必
要
で
あ
る
。

こ
の
「
官
公
庁
契
約
の
行
政
化
」
へ
の
接
近
に
よ
り
、
一
方
で
は
、
前
掲
の
Ｅ
Ｕ
法
上
の
原
則
を
国
内
実
施
す
る
た
め
の
立
法
で
あ

る
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
（「
ミ
ュ
ル
シ
ェ
フ
」）
法
（loi

M
U

R
C

E
F

;
loi

du
11

décem
bre

2001,
portan

t
m

esu
res

u
rgen

tes
de

réform
es

à
caractère

écon
om

iqu
e

et
fin

an
cier

「
経
済
・
財
政
的
改
革
緊
急
措
置
法
」（
１０
）

）
が
有
す
る
問
題
点
を
検
証
し
、
他
方

で
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
契
約
理
論
と
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
と
の
緊
張
関
係
に
接
近
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
契
約
理
論
と
行

政
訴
訟
制
度
を
一
般
国
民
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
優
れ
た
制
度
と
し
て
再
構
築
す
る
上
で
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
近
年
、

わ
が
国
に
お
け
る
行
政
訴
訟
制
度
改
革
は
、「
法
の
支
配
」
を
実
現
し
、「
裁
判
を
受
け
る
権
利
」、
適
正
な
行
政
を
受
け
る
権
利
を
保

論 説
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障
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
わ
が
国
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
差
異
に
留
意
し
つ
つ
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
動
向
を
比
較
法
的
に
研
究

す
る
こ
と
は
有
益
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
以
下
で
は
、
ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
契
約
概
念
と
官
公
庁
契
約
概
念
と
を
一
瞥
し
、
次
い
で
、
近

年
の
問
題
で
あ
る
「
官
公
庁
契
約
の
行
政
化
」
を
考
察
し
、
さ
ら
に
、
行
政
契
約
に
関
す
る
伝
統
的
な
理
論
と
「
官
公
庁
契
約
の
行
政

化
」
と
の
相
克
に
つ
き
理
論
的
な
分
析
を
試
み
、
最
後
に
私
見
と
わ
が
国
へ
の
示
唆
を
提
示
し
て
結
び
と
し
た
い
。

第
一
章

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
契
約
と
官
公
庁
契
約

第
一
節
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
契
約
の
基
準

さ
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
契
約
に
は
、
法
律
が
行
政
裁
判
所
管
轄
に
属
す
る
こ
と
を
明
記
す
る「
法
定
の
行
政
契
約（con

trats

adm
in

istratifs
par

déterm
in

ation
de

la
loi

）」
の
ほ
か
に
、
判
例
上
確
立
さ
れ
た
行
政
契
約
の
基
準
を
充
た
す
こ
と
に
よ
り
行

政
契
約
と
認
め
ら
れ
る
「
性
質
に
よ
る
行
政
契
約
（con

trats
adm

in
istratifs

par
n

atu
re

）」
と
が
あ
る
。
こ
の
「
性
質
に
よ
る

行
政
契
約
」
の
基
準
は
、
簡
略
に
説
明
す
る
と
、（
一
）
契
約
当
事
者
の
少
な
く
と
も
一
方
が
公
法
上
の
法
人
で
あ
り
、
か
つ
、（
二
）

契
約
が
「
公
役
務
の
執
行
自
体
（l’exécu

tion
m

êm
e

du
service

pu
blics

）」
を
目
的
と
す
る
か
、（
三
）
契
約
に
普
通
法
外
条
項

（clau
se

exorbitan
te

du
droit

com
m

u
n

:

以
下
、
本
稿
で
は
「
法
外
条
項
」
と
略（
１１
）

す
）
を
含
む
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
（
二
）
と

（
三
）
の
条
件
は
選
択
的
で
あ（
１２
）

る
。

法
外
条
項
と
は
、
ど
の
よ
う
な
条
項
で
あ
る
か
。
リ
ヴ
ェ
ロ
（J.

R
ivero

）
は
、「
民
法
か
ら
逸
脱
す
る
条
項
を
契
約
に
加
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
契
約
は
行
政
契
約
と
な
る
」
と
断
じ
、
こ
の
条
項
こ
そ
が
法
外
条
項
で
あ
る
が
、
法
外
条
項
に
一
義
的
か
つ
明
確

な
定
義
を
付
与
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
行
政
は
契
約
を
締
結
す
る
際
に
条
件
明
細
書（cah

ier
des

ch
arge

（
１３
）

s

）

フランスにおける官公庁契約の行政化
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や
契
約
定
型
（type

de
con

trat

）
に
準
拠
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
判
例
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
文
書
に
法
外
条
項
が
含
ま
れ
て
い
れ

ば
、
そ
の
契
約
は
行
政
契
約
と
な
る
、
と
す
る
見
解
が
多（
１４
）

い
。
他
方
、
一
九
七
三
年
に
サ
ン
川
判
決
が
、
こ
の
概
念
を
拡
張
し
、
契
約

条
項
と
し
て
の
形
で
個
別
的
な
法
外
条
項
が
含
ま
れ
て
い
な
く
と
も
、
私
法
と
は
異
な
る
性
格
を
呈
す
る
法
令
に
準
拠
し
て
、
契
約
が

全
体
と
し
て
普
通
法
外
制
度
（régim

e
exorbitan

t
du

droit
com

m
u

n
:

以
下
、
本
稿
で
は
「
法
外
制（
１５
）

度
」
と
略
す
）
に
服
し
て

い
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
そ
の
契
約
は
行
政
契
約
と
な
る
と
判
示
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
サ
ン
川
判
決
は
、
そ
の
射
程
を
明
確
に

示
さ
な
か
っ（
１６
）

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
官
公
庁
契
約
法
典
に
準
拠
し
て
締
結
さ
れ
た
契
約
に
つ
き
、
サ
ン
川
判
決
で
登
場
し
た
法
外
制

度
概
念
を
適
用
す
る
見
解
も
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
二
節

官
公
庁
契
約
法
典
に
準
拠
し
た
契
約
と
行
政
契
約

一
、
官
公
庁
契
約
概
念

官
公
庁
契
約
の
定
義
は
、
官
公
庁
契
約
法
典
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
同
法
典
は
、
二
〇
〇
一
年
に
改
正
さ
れ
た
。
そ
こ
で

ま
ず
は
、
改
正
前
の
定
義
と
改
正
後
の
そ
れ
を
見
て
お
こ
う
。
改
正
前
の
官
公
庁
契
約
法
典
一
条
は
、「
官
公
庁
契
約
は
、
現
行
の
法

典
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
条
件
で
、
土
木
、
納
品
、
役
務
の
履
行
を
目
的
と
し
て
、
公
法
人
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
契
約
で
あ
る
」
と

規
定
し
て
い
た
。
か
か
る
定
義
に
つ
き
、
リ
シ
ェ
ー
ル
（L

.R
ich

er

）
は
、
そ
れ
が
曖
昧
か
つ
不
完
全
で
あ
り
、
し
か
も
官
公
庁
契
約

を
対
象
と
し
た
Ｅ
Ｕ
指
令
（directives

su
r

les
m

arch
és

pu
blics

）
に
お
け
る
定
義
と
一
致
し
な
い
と
の
問
題
点
を
指
摘
し（
１７
）

た
。
改

正
後
の
官
公
庁
契
約
法
典
一
条
は
、「
官
公
庁
契
約
は
、
土
木
、
納
品
、
役
務
に
関
し
て
公
法
上
の
法
人
（person

n
es

m
orales

de

droit
pu

blic

）
の
需
要
を
充
足
す
る
た
め
に
、
二
条
で
規
定
さ
れ
た
公
法
上
の
法
人
に
よ
っ
て
公
法
人
な
い
し
私
法
人
と
の
間
で
有

償
で
締
結
さ
れ
た
契
約
で
あ
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
こ
の
定
義
に
つ
き
、
リ
シ
ェ
ー
ル
は
、
官
公
庁
契
約
を
対
象
と
し
た
Ｅ
Ｕ
指
令

に
お
け
る
定
義
と
類
似
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
か
つ
、
か
か
る
指
令
で
提
示
さ
れ
て
い
る
定
義
に
接
近
し
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
と
述
べ

論 説
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て
い（
１８
）

る
。

さ
て
、
官
公
庁
契
約
に
は
、「
公
開
と
競
争
」
に
沿
っ
た
入
札
手
続
が
適
用
さ
れ
る
。
入
札
に
つ
き
、「
厳
格
入
札
制
度

（adju
dication

）」
と
「
裁
量
的
入
札
制
度
（appel

d’offres

）」
と
に
二
分
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
事
前
の
公
告

に
基
づ
き
競
争
入
札
が
実
施
さ
れ（
１９
）

る
。
ま
た
、
リ
シ
ェ
ー
ル
は
、
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
が
原
則
と
し
て
、
契
約
目
的
や
契
約
条
項
の
如
何

に
拘
わ
ら
ず
、
官
公
庁
契
約
を
行
政
契
約
と
し
て
性
格
づ
け
て
い
る
の
で
、
官
公
庁
契
約
は
行
政
契
約
に
適
用
さ
れ
る
一
般
的
規
範
に

服
す
る
と
、
指
摘
す（
２０
）

る
。

二
、
官
公
庁
契
約
法
典
に
準
拠
し
た
契
約
と
行
政
契
約
と
の
関
係

で
は
、
官
公
庁
契
約
法
典
に
準（
２１
）

拠
し
た
契
約
は
、
官
公
庁
契
約
法
典
に
準
拠
し
て
い
る
と
い
う
事
実
の
み
に
よ
っ
て
必
然
的
に
行
政

契
約
と
し
て
の
性
質
が
付
与
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
き
契
約
が
官
公
庁
契
約
法
典
に
準
拠
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
準

拠
し
て
い
る
と
い
う
事
実
の
み
で
、
当
該
契
約
を
行
政
契
約
と
さ
れ
る
少
数
説
と
、
官
公
庁
契
約
概
念
を
行
政
契
約
概
念
に
直
結
す
る

こ
と
を
拒
み
、
官
公
庁
契
約
法
典
に
準
拠
し
た
契
約
が
行
政
契
約
と
な
る
た
め
に
は
、
判
例
上
確
立
さ
れ
た
行
政
契
約
の
基
準
を
充
た

さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
多
数
説
と
に
見
解
が
分
か
れ
て
い（
２２
）

る
。
少
数
説
に
は
ド
ラ
ゴ
説
（R

.
D

rago

）
が
あ
り
、
多
数
説
に
は
リ
シ

ェ
ー
ル
説
な
ど
が
属
し
、
判
例
も
ま
た
多
数
説
を
採
用
し
て
い（
２３
）

る
。
さ
ら
に
、
一
九
九
九
年
に
は
、
官
公
庁
契
約
法
典
に
準
拠
し
た
契

約
に
つ
き
、
従
来
の
判
例
・
多
数
説
と
は
異
な
る
解
決
策
を
提
案
す
る
論
告
（con

clu
sion

s

）
が
登
場
し
た
。
ま
ず
、
サ
ヴ
ォ
ワ
論

告
（
ト
ゥ
ボ
ル
・
フ
ィ
シ
ェ
弁
護
士
判
決：

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
一
九
九
九
年
四
月
九
日
判
決
）
は
、
従
前
の
学
説
の
分
類
を
前
提
に
、

「
普
通
法
外
条
項
を
含
ん
で
い
な
く
と
も
、
あ
る
立
法
も
し
く
は
行
政
立
法
に
基
づ
い
て
締
結
さ
れ
た
契
約
で
あ
り
、
特
殊
性
が
あ
り
、

公
法
人
に
固
有
で
あ
り
、
か
つ
全
体
と
し
て
普
通
法
と
は
異
な
る
契
約
」
が
行
政
契
約
と
し
て
性
格
づ
け
ら
れ
る
と
し
、
少
数
説
を
採

用
し（
２４
）

た
。
シ
ュ
ワ
ル
ツ
論
告
（
ソ
ブ
市
判
決：

権
限
裁
判
所
一
九
九
九
年
七
月
五
日
判
決
）
は
、
従
前
の
学
説
の
分
類
を
前
提
と
し
た
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う
え
で
、
多
数
説
に
立
脚
し
つ
つ
、
官
公
庁
契
約
法
典
の
な
か
に
法
外
条
項
と
同
一
視
で
き
る
規
定
が
含
ま
れ
て
い
る
か
否
か
を
、
個
々

具
体
的
に
検
証
す
る
。
こ
の
検
証
の
結
果
、
彼
は
、
法
外
条
項
と
同
一
視
で
き
る
規
定
と
し
て
官
公
庁
契
約
法
典
の
第
二
章
と
第
三
章

の
諸
規
定
を
例
示
し
た
う
え
で
、
同
法
典
の
第
二
章
と
第
三
章
に
準
拠
し
て
い
れ
ば
、
法
外
条
項
と
同
一
視
で
き
る
規
定
を
適
用
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
か
か
る
契
約
は
行
政
契
約
と
な
る
と
結
論
づ
け
、
少
数
説
と
多
数
説
の
折
衷
的
見
解
を
示
し（
２５
）

た
。

三
、
レ
ノ
ー
�
フ
ォ
ン
ベ
ー
ル
、
デ
ュ
グ
リ
に
よ
る
検
証

こ
れ
ら
の
論
告
や
判
例
お
よ
び
学
説
に
つ
き
、
レ
ノ
ー
�
フ
ォ
ン
ベ
ー
ル
（F

.
R

ayn
au

d
et

P
.

F
om

beu

（
２６
）

r

）
と
デ
ュ
グ
リ
（O

.

D
u

gri

（
２７
）

p

）
が
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
理
論
的
分
析
を
試
み
て
い
る
。
ま
ず
、
デ
ュ
グ
リ
は
、
多
数
説
（
判
例
お
よ
び
学
説
の
多
数
）、

少
数
説
（
サ
ヴ
ォ
ワ
論
告
）、
折
衷
説
（
シ
ュ
ワ
ル
ツ
論
告
）
と
分
類
す（
２８
）

る
。
そ
し
て
、
権
限
裁
判
所
（T

ribu
n

aldes
con

flits

）
が
、

二
件
の
判（
２９
）

決
を
も
っ
て
、
官
公
庁
契
約
法
典
に
準
拠
し
た
契
約
で
あ
っ
て
も
、
行
政
契
約
の
基
準
を
充
た
さ
な
い
限
り
、
当
該
契
約
を

行
政
契
約
と
は
な
し
え
な
い
と
す
る
多
数
説
に
立
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
判
例
・
多
数
説
に
よ
れ
ば
、
官
公
庁
契
約
は
場
合
に
よ

り
、
行
政
契
約
と
も
な
り
、
私
法
上
の
契
約
と
も
な
り
う
る
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
レ
ノ
ー
�
フ
ォ
ン
ベ
ー
ル
と
デ
ュ
グ
リ
に
よ

れ
ば
、
こ
の
多
数
説
は
、
官
公
庁
契
約
法
典
に
準
拠
し
た
契
約
に
つ
き
、
行
政
に
対
し
て
、
法
外
条
項
と
同
一
視
で
き
る
条
項
を
挿
入

す
る
か
否
か
を
自
由
に
選
択
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
契
約
と
し
て
契
約
締
結
す
る
か
私
法
上
の
契
約
と
し
て
契
約
締
結
す
る
か

を
選
択
す
る
こ
と
を
認
め
た
が
、
こ
れ
こ
そ
が
「
契
約
の
自
由
（liberté

con
tractu

elle

）」
で
あ（
３０
）

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
彼
ら
は
次

の
二
点
を
指
摘
す
る
。
第
一
に
、
行
政
契
約
の
基
準
を
充
た
さ
ず
に
私
法
上
の
契
約
と
な
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
官
公
庁
契
約
法
典

の
適
用
領
域
か
ら
除
外
さ
れ
な
い
。
第
二
に
、
官
公
庁
契
約
を
め
ぐ
る
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
、
行
政
契
約
の
基
準
で
あ
る
法
外
条
項

概
念
に
明
白
か
つ
一
義
的
な
定
義
を
付
与
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
裁
判
所
、
司
法
裁
判
所
、
権
限
裁
判
所
の
相
互

の
間
で
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
裁
判
所
系
統
の
内
部
に
お
い
て
、
法
外
条
項
概
念
の
解
釈
に
つ
き
統
一
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
す
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べ
き
必
要
性
が
帰
結
さ
れ（
３１
）

る
。

第
二
章

官
公
庁
契
約
の
行
政
化

第
一
節

Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
制
定
の
背
景
と
意
義

本
論
に
入
る
前
に
ま
ず
問
題
の
背
景
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
第
一
章
に
て
論
じ
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、

行
政
が
締
結
す
る
契
約
の
う
ち
、
法
定
の
行
政
契
約
の
み
な
ら
ず
、
判
例
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
一
定
の
基
準
を
充
た
し
た
契
約
を
行

政
契
約
と
し
て
区
別
し
、
か
つ
、
か
か
る
行
政
契
約
に
固
有
の
法
効
果
を
付
与
し
て
い
る
。
ま
た
、
行
政
が
締
結
す
る
契
約
に
つ
き
、

「
公
役
務
の
特
許
」
な
ど
の
よ
う
に
公
開
性
・
競
争
性
の
確
保
と
交
渉
可
能
性
の
留
保
を
併
存
す
る
契
約
も
あ
る
が
、
行
政
は
、
公
開

制
の
確
保
と
競
争
入
札
手
続
の
適
用
を
原
則
と
し
て
い
る
官
公
庁
契
約
法
典
に
準
拠
し
て
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
多（
３２
）

い
。
行
政
契
約

と
性
格
づ
け
ら
れ
た
契
約
に
行
政
契
約
に
固
有
の
法
効
果
を
付
与
す
る
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
官
公
庁
契
約
法
典
に
準
拠
し
た
契
約

が
、
同
法
典
に
準
拠
し
て
い
る
の
み
で
行
政
契
約
と
な
り
う
る
か
否
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
長
ら
く
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
判
例
・

多
数
説
は
、
同
法
典
に
準
拠
し
た
契
約
で
あ
っ
て
も
、
判
例
法
上
の
一
定
の
基
準
を
充
た
さ
ね
ば
行
政
契
約
と
は
な
り
え
な
い
と
の
姿

勢
を
貫
い
て
き
た
。
つ
ま
り
、
従
来
の
判
例
・
多
数
説
で
は
、
官
公
庁
契
約
法
典
に
準
拠
し
て
締
結
さ
れ
た
契
約
で
あ
っ
て
も
、
行
政

が
、
行
政
契
約
と
し
て
で
は
な
く
私
法
上
の
契
約
と
し
て
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
望
む
と
き
に
は
、
契
約
締
結
目
的
を
公
役
務
と
関

連
づ
け
な
い
か
、
も
し
く
は
、
法
外
条
項
を
契
約
に
挿
入
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
（
換
言
す
れ
ば
行
政
契
約
の
基
準
を
充
た
さ
な
い
こ

と
に
よ
っ
て
）、
当
該
契
約
を
私
法
上
の
契
約
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
判
例
・
多
数
説
に
従
え
ば
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
。
行
政
契
約
の
基
準
で
あ
る

法
外
条
項
概
念
に
対
し
て
一
義
的
で
明
白
な
定
義
を
付
与
す
る
こ
と
の
困
難
性
に
加
え
て
、
係
属
す
る
裁
判
所
系
統
が
一
定
し
な
い
た
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め
、
行
政
裁
判
所
系
統
、
司
法
裁
判
所
系
統
、
権
限
裁
判
所
の
相
互
間
な
い
し
そ
の
内
部
に
お
い
て
法
外
条
項
概
念
に
対
す
る
解
釈
が

相
違
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
契
約
相
手
方
た
る
私
人
に
と
っ
て
は
、
係
属
す
る
裁
判
所
系
統
を
知
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
た
め
、
権
利
救
済
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
か
か
る
弊
害
は
、
官
公
庁
契
約
の
締
結
に
関
し
て
適
法
性
統
制
の
担

保
を
は
か
る
べ
き
要
請
は
も
と
よ
り
、
特
定
の
状
況
に
対
す
る
法
の
適
用
は
予
測
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
法
的
安
定
性

の
原
則
（prin

cipe
de

sécu
rité

ju
ridiqu

e

）」
な
ら
び
に
裁
判
を
受
け
る
権
利
が
確
保
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
の
Ｅ
Ｕ
法
上
の
要

請
に
照
ら
し
て
も
、
重
大
で
看
過
し
が
た
い
問
題
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
官
公
庁
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
適
法
性
統
制
を
担
保
す
る
た
め
、
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
法
上
の
原
則
で
あ
る
「
法
的
安
定
性
の
原

則
」
な
ら
び
に
「
裁
判
を
受
け
る
権
利
」
を
担
保
す
る
た
め
に
、
公
的
発
注
（com

m
an

de
pu

bliqu
e

）
な
ど
の
統
制
を
対
象
と
し

て
、
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
が
制
定
さ
れ
た
。
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
は
、
公
的
発
注
の
改
革
や
、
銀
行
と
顧
客
と
の
関
係
の
改
善
な
ど
も
目
的

と
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
二
条
は
、
官
公
庁
契
約
概
念
と
行
政
契
約
概
念
と
を
同
一
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
官
公
庁
契
約
に
関

す
る
裁
判
管
轄
を
行
政
裁
判
所
に
付
与
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
「
官
公
庁
契
約
の
行
政
化
」
と
称
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
は
、

二
条
で
「
官
公
庁
契
約
法
典
の
適
用
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
契
約
は
、
行
政
契
約
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
」
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
官
公
庁
契
約
概
念
と
行
政
契
約
概
念
と
を
一
体
化
し
た
。
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
は
、
官
公
庁
契
約
へ
の
適
法
性
統
制
を
は
か
り（
適

法
性
統
制
を
回
避
す
る
戦
略
を
封
じ
込
め
）、
か
つ
、
Ｅ
Ｕ
法
の
原
則
で
あ
る
「
法
的
安
定
性
の
原
則
」
を
担
保
す
る
た
め
に
、
官
公

庁
契
約
を
対
象
と
す
る
訴
訟
管
轄
を
行
政
裁
判
所
系
統
に
委
ね
た
。
こ
の
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
二
条
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
判
例
・
多
数

説
と
は
異
な
る
解
決
策
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、
二
〇
〇
一
年
に
は
、
モ
デ
ル
ヌ
教
授
（F

.
M

odern
e

）
に
よ
っ
て
検

証
が
な
さ
れ
、
続
い
て
、
ク
ラ
モ
ー
給
費
研
究
員
（G

.
C

lam
ou

（
３３
）

r

）
に
よ
っ
て
詳
細
な
検
証
が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
、
こ
れ
ら
の

検
証
を
取
り
上
げ
る
。
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第
二
節

モ
デ
ル
ヌ
に
よ
る
検
証

モ
デ
ル
ヌ
は
、
以
下
の
如
く
、
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
二
条
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
ず
、
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
二
条
が
、
官
公
庁

契
約
法
典
の
適
用
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
契
約
は
行
政
契
約
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
こ
の
規
定
に

よ
っ
て
、
土
木
、
納
品
、
役
務
を
目
的
と
し
て
公
法
人
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
契
約
を
、
行
政
裁
判
所
管
轄
に
服
せ
し
め
た
と
指
摘
す

る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
官
公
庁
契
約
法
典
に
準
拠
し
て
締
結
さ
れ
た
契
約
に
つ
い
て
、
判
例
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
行
政
契
約

の
基
準
に
照
ら
し
て
、
そ
の
基
準
を
充
た
し
て
い
る
契
約
に
行
政
契
約
と
し
て
の
法
効
果
を
付
与
す
る
と
い
う
、
従
来
の
判
例
の
傾
向

お
よ
び
多
数
説
と
は
異
な
る
解
決
策
で
あ
る
と
断
ず
る
。
彼
は
、「
適
法
性
統
制
の
回
避
戦
略（stratégies

d’évitem
en

t
du

con
trôle

de
légalité

）」
に
反
対
す
る
た
め
に
、
立
法
者
が
従
来
の
判
例
・
多
数
説
と
は
異
な
る
立
法
政
策
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
認
め

（
３４
）

る
。
し
か
し
、
彼
は
、
判
例
・
多
数
説
が
、
官
公
庁
契
約
の
裁
判
管
轄
に
関
す
る
問
題
に
つ
き
、
立
法
に
よ
り
裁
判
管
轄
を
決
定
さ
れ

る
こ
と
に
反
対
し
て
き
た
こ
と
を
、
指
摘
し
、
次
の
二
つ
の
理
由
か
ら
判
例
・
多
数
説
に
賛
同
す
る
。
第
一
に
、
官
公
庁
契
約
で
あ
っ

て
も
私
法
上
の
契
約
と
同
様
の
条
件
で
締
結
さ
れ
る
契
約
が
あ
り
、
か
か
る
契
約
を
行
政
契
約
と
性
格
づ
け
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。

第
二
に
、
た
と
え
行
政
契
約
の
基
準
を
充
た
さ
ず
私
法
上
の
契
約
で
あ
る
と
性
格
づ
け
ら
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

官
公
庁
契
約
に

関
す
る
分
離
し
う
る
行
為
に
対
し
て
は
越
権
訴
訟
の
対
象
と
な
り
、
行
政
裁
判
所
の
管
轄
に
属
し
て
い（
３５
）

る
。

第
三
節

ク
ラ
モ
ー
給
付
研
究
員
に
よ
る
検
証

ク
ラ
モ
ー
は
、
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
の
立
法
目
的
を
評
価
し
た
う
え
で
、
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
二
条
と
「
官
公
庁
契
約
の
行
政
化
」
を
検

証
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
も
そ
の
手
順
に
従
う
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
本
稿
は
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
の
立
法
目
的
か
ら
入
る
が
、
ま
ず

「
適
法
性
統
制
の
回
避
戦
略
」
に
つ
き
検
証
し
、
次
に
「
法
的
安
定
性
の
原
則
」
を
検
討
す
る
と
い
う
手
順
で
論
を
進
め
る
。
第
二
に
、

Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
二
条
と
「
官
公
庁
契
約
の
行
政
化
」
に
つ
い
て
の
理
論
的
分
析
を
取
り
上
げ
、
ま
ず
、
「
適
法
性
統
制
の
回
避
戦
略
」
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が
従
来
の
多
数
説
・
判
例
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
二
条
と
多
数
説
・
判
例
の
間
に
は
相
克
が
あ
る
と

の
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
多
数
説
の
短
所
で
あ
る
「
法
的
不
安
定
性
（in

sécu
rité

ju
ridiqu

e

）」
の
根
元
を
探
り
、
そ
れ
が
法
外
条

項
概
念
の
曖
昧
さ
に
あ
る
旨
を
論
証
し
、
ま
た
、
多
数
説
の
長
所
で
あ
る
「
契
約
の
自
由
」
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法

二
条
と
多
数
説
・
判
例
と
の
相
克
に
つ
き
結
論
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
官
公
庁
契
約
が
行
政
契
約
と
し
て
の
性
質
を
有
す

る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
の
か
否
か
を
知
る
た
め
に
、
法
定
の
行
政
契
約
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
分
析
す
る
。

一
、
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
の
立
法
目
的
へ
の
評
価

ク
ラ
モ
ー
は
、
適
法
性
統
制
の
回
避
戦
略
に
つ
き
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
判
例
・
多
数
説
に
よ
れ
ば
、
官
公

庁
契
約
法
典
に
準
拠
し
た
契
約
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
必
然
的
に
行
政
契
約
と
な
る
の
で
は
な
く
、
行
政
契
約
の
基
準
に
照
ら

し
て
、
当
該
契
約
が
行
政
契
約
で
あ
る
か
否
か
を
決
定
し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
当
該
契
約
に
法
外
条
項
が
含
ま
れ
て
い
る
か
、
当
該
契

約
が
「
公
役
務
の
執
行
そ
れ
自
体
」
を
目
的
と
し
て
い
る
か
を
問
題
と
し
て
き
た
。
行
政
は
、
一
方
で
は
、
法
外
条
項
を
挿
入
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
行
政
契
約
と
し
て
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
他
方
で
は
、
法
外
条
項
を
挿
入
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
私
法
上

の
契
約
と
し
て
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
た
（「
契
約
の
自
由
」）。
そ
こ
で
、
彼
に
よ
れ
ば
、
行
政
が
、
適
法
性
統
制
を
回
避
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
契
約
に
法
外
条
項
を
挿
入
し
な
い
傾
向
（「
適
法
性
統
制
の
回
避
戦
略
」）
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
結
果
、
官
公
庁
契
約
法
典
に
準
拠
し
た
契
約
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
裁
判
管
轄
が
ど
ち
ら
に
属
す
る
か
に
つ
い
て
は
不
確
実
と
な

り
、
か
か
る
状
況
は
、
適
用
す
べ
き
法
が
明
白
で
は
な
く
、
か
つ
、
行
政
裁
判
所
と
司
法
裁
判
所
と
の
間
に
お
け
る
裁
判
管
轄
が
不
確

実
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
法
の
「
法
的
安
定
性
の
原
則
」
の
観
点
か
ら
問
題
を
孕
ん
で
お
り
、「
裁
判
を
受
け
る
権
利
」
を
容
易
に

行
使
す
る
こ
と
を
妨
げ
て
い
る
の
で
、「
法
的
安
定
性
の
原
則
」
を
担
保
す
る
立
法
政
策
が
望
ま
れ
る
に
至
っ
（
３６
）

た
。

二
、
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
二
条
と
「
官
公
庁
契
約
の
行
政
化
」
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ま
ず
、
ク
ラ
モ
ー
は
、「
適
法
性
統
制
の
回
避
戦
略
」
が
あ
る
と
い
う
主
張
に
対
し
、
私
法
上
の
「
契
約
の
自
由
」
の
原
則
が
妥
当

す
る
領
域
、
す
な
わ
ち
司
法
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
私
管
理
（gestion
privée

）
の
領
域
で
は
適
法
性
統
制
が
適
し
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
を
軽
視
し
て
い
る
と
指
摘
す（
３７
）

る
。
そ
し
て
、
彼
は
、
従
来
の
判
例
・
多
数
説
に
よ
る
解
決
策
は
、「
法
的
安
定
性
」、
裁
判
を

受
け
る
権
利
な
ど
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
こ
こ
で
、
再
び
従
来
の
判
例
・
多
数
説
に
お
け
る
「
法
的
不
安
定
性
」
に

つ
い
て
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
問
題
提
起
す（
３８
）

る
。
次
に
、
彼
は
、「
法
的
不
安
定
性
」
の
根
元
に
は
、
法
外
条
項
概
念
の
不
確
実

性
が
あ
る
と
指
摘
し
、
そ
れ
が
、
法
外
条
項
に
つ
い
て
の
一
義
的
な
定
義
が
存
在
せ
ず
、
か
つ
、
判
例
に
よ
る
解
決
策
が
と
き
と
し
て

予
測
し
が
た
い
原
因
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
彼
は
、
ヴ
デ
ル
（G

.
V

edel

）
の
所
論
を
引
用
し
つ
つ
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
当
該
条
項

の
法
外
的
な
性
格
に
つ
い
て
の
評
価
が
主
観
的
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
私
法
そ
れ
自
体
の
進
化
に
応
じ
て
法
外
的
で
あ
る
か
否
か
を

見
極
め
る
基
準
も
変
化
す
る
か
ら
、
法
外
条
項
概
念
が
不
確
実
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
結
論
づ
け（
３９
）

る
。
彼
は
、「
契
約
の
自

由
」
に
つ
い
て
、
ロ
バ
デ
ー
ル
（A
.

de
L

au
badère

）
の
所
論
を
引
用
し
つ
つ
、
一
方
で
は
、
法
外
条
項
が
当
該
契
約
に
挿
入
さ
れ

て
い
る
事
実
に
よ
っ
て
、
私
人
を
し
て
私
法
上
の
契
約
で
は
な
く
行
政
契
約
を
締
結
せ
し
め
る
意
思
の
表
明
で
あ
る
と
指
摘
し
、
他
方

で
は
、
公
法
人
が
有
す
る
「
契
約
の
自
由
」
が
、
活
動
の
手
段
を
一
般
利
益
に
適
合
し
た
も
の
と
し
て
決
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行

政
の
権
能
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す（
４０
）

る
。

さ
ら
に
、
ク
ラ
モ
ー
は
、「
法
定
の
行
政
契
約
」
の
如
く
、
法
律
に
よ
り
裁
判
管
轄
が
定
め
ら
れ
て
い
る
行
政
契
約
は
、
行
政
契
約

に
お
い
て
は
例
外
的
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
彼
は
、
ワ
リ
ー
ヌ
（M

.
W

alin
e

）
の
所
論
を
引
用
し
つ
つ
、
行
政
裁
判
所
に

係
属
し
た
訴
訟
で
あ
っ
て
も
、
行
政
法
の
他
に
、
私
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
。
彼
は
、
一
方
で

は
、
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
が
施
行
さ
れ
た
後
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
官
は
、
官
公
庁
契
約
に
対
し
て
、
官
公
庁
契
約
法
典
の
み
な
ら
ず
、
競

争
に
関
す
る
法
、
消
費
者
法
を
も
適
用
す
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
と
指
摘
す
る
。
他
方
で
は
、
行
政
契
約
に
関
す
る
一
般
理
論
に
よ
っ
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て
官
公
庁
契
約
が
規
律
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
彼
は
、
こ
の
よ
う
な
解
決
策
が
、
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
二
条
に
よ
る
行
政
契
約
概
念
の
官
公
庁

契
約
へ
の
拡
張
に
は
適
合
で
き
な
い
と
結
論
づ
け（
４１
）

る
。

第
三
章

理

論

的

分

析

ま
ず
、「
適
法
性
統
制
の
回
避
戦
略
」
と
「
法
的
安
定
性
」
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
本
稿
第
二
章
第
三
節
の
一
「
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法

の
立
法
目
的
へ
の
評
価
」
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
従
来
の
判
例
・
多
数
説
で
は
、
官
公
庁
契
約
概
念
と
行
政
契
約
概
念
と
が
同
一
視
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
官
公
庁
契
約
法
典
に
準
拠
し
た
契
約
に
関
す
る
訴
訟
の
管
轄
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
私
人
は

管
轄
あ
る
裁
判
所
の
選
択
に
苦
慮
し
、
ま
た
、
管
轄
外
の
裁
判
所
に
訴
訟
を
提
起
し
て
、
適
切
な
救
済
を
受
け
ら
れ
な
い
虞
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
越
権
訴
訟
は
、
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
が
制
定
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
適
法
性
統
制
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
官
公
庁

契
約
法
典
に
規
定
さ
れ
た
手
続
を
担
保
す
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い（
４２
）

る
。
そ
こ
で
、「
適
法
性
統
制
の
回
避
戦
略
」
に
対

処
し
「
法
的
安
定
性
」
を
担
保
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
の
み
に
よ
っ
て
、
従
来
の
判
例
・
多
数
説
と
は
著
し

く
異
な
る
法
政
策
を
採
用
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。
む
し
ろ
、
現
行
の
救
済
制
度
を
根
本
的
に
改
正
す

る
前
に
、「
適
法
性
統
制
の
回
避
戦
略
」
の
根
元
と
な
っ
て
い
る
法
外
条
項
概
念
の
曖
昧
さ
に
つ
い
て
考
察
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、

モ
デ
ル
ヌ
と
ク
ラ
モ
ー
の
指
摘
は
正
に
傾
聴
に
値
す
る
。

次
に
、
法
外
条
項
概
念
の
曖
昧
さ
と
「
契
約
の
自
由
」
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
本
稿
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
私
法
上
の
契
約
と

は
異
な
る
行
政
契
約
の
基
準
を
抽
出
す
る
の
は
困
難
で
あ（
４３
）

り
、
学
説
上
も
様
々
な
見
解
が
林
立
し
て
い（
４４
）

る
。
法
外
条
項
概
念
そ
れ
自
体

が
多
義
的
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
裁
判
所
系
統
に
よ
っ
て
の
み
な
ら
ず
、
同
一
の
裁
判
所
系
統
の
内
部
に
お
い
て
も
、
法
外
条
項
概

念
に
つ
い
て
異
な
る
解
釈
を
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
の
で
、
法
外
条
項
概
念
に
単
一
の
定
義
を
付
与
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ（
４５
）

る
。
こ
の
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点
に
関
し
て
は
、
モ
デ
ル
ヌ
と
ク
ラ
モ
ー
の
分
析
は
是
認
し
う
る
。「
契
約
の
自
由
」
の
見
地
か
ら
、
行
政
は
、
官
公
庁
契
約
法
典
に

準
拠
し
て
契
約
を
締
結
し
た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
行
政
契
約
と
し
て
契
約
締
結
す
る
か
、
私
法
上
の
契
約
と
し
て
契
約
締
結
す
る
か
を

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
見
に
よ
れ
ば
、「
契
約
の
自
由
」
に
よ
っ
て
、
契
約
の
法
効
果
に
つ
き
、
行
政
契
約
と
し
て
の
法
効
果

と
私
法
上
の
契
約
と
し
て
の
法
効
果
と
を
自
由
に
選
択
で
き
る
点
は
、
重
要
な
メ
リ
ッ
ト
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

最
後
に
、
ク
ラ
モ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
法
定
の
行
政
契
約
は
、
法
律
の
定
め
る
若
干
の
契
約
し
か
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
行
政

裁
判
所
管
轄
で
あ
る
旨
が
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
二
条
で
は
、
官
公
庁
契
約
概
念
と
行
政
契
約
概
念
と

が
同
一
視
さ
れ
た
結
果
、
か
つ
て
の
判
例
・
多
数
説
の
よ
う
に
、「
私
法
に
属
す
る
官
公
庁
契
約
」
の
存
在
を
認
め
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
解
決
策
は
、
た
し
か
に
裁
判
管
轄
の
混
乱
を
防
ぐ
う
え
で
は
有
効
で
あ
ろ
う
が
、
官
公
庁
契
約
に
準
拠
し
た
契

約
で
あ
っ
て
も
私
法
上
の
契
約
と
な
り
う
る
余
地
を
残
し
、
弾
力
的
で
柔
軟
な
処
理
を
許
す
判
例
・
多
数
説
の
メ
リ
ッ
ト
を
一
掃
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
は
、
は
た
し
て
妥
当
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
疑
問
が
残
る
。

結
び
に
か
え
て

私
は
前
稿
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
契
約
理
論
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
立
法
論
的
導
入
よ
り
も
、
解
釈
論
的
導
入
に
よ
っ

て
、
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
契
約
法
規
範
の
内
容
を
契
約
条
項
の
か
た
ち
で
再
現
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
契
約
法
規
範
と

類
似
し
た
効
果
を
導
き
出
す
こ
と
を
模
索
し（
４６
）

た
。
と
こ
ろ
で
、
前
稿
公
表
時
点
で
の
法
的
な
状
況
と
、
そ
の
後
本
稿
ま
で
の
法
的
な
状

況
と
を
比
較
す
る
と
、
両
者
の
間
に
は
大
い
な
る
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
二
条
に
よ
っ
て
、
官
公
庁
契
約

概
念
と
行
政
契
約
概
念
と
が
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
・
多
数
説
で
認
め
ら
れ
て
き
た
「
契
約
の
自
由
」
と

「
私
法
上
の
官
公
庁
契
約
」
と
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ（
４７
）

る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
本
来
、
契
約
は
、
契
約
締
結
者
の
自
由
な
意
思
に
基

フランスにおける官公庁契約の行政化
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づ
い
て
締
結
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
様
々
な
法
規
範
に
服
す
る
契
約
が
存
在
し
て
も
良
い
は
ず
で
あ
る
。「
適
法
性
統
制
の
回
避
戦

略
」
を
阻
止
し
、「
法
的
安
定
性
」
を
担
保
す
る
た
め
に
、
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
二
条
に
よ
っ
て
、「
契
約
の
自
由
」
と
「
私
法
上
の
官
公

庁
契
約
」
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
が
、
果
た
し
て
新
た
な
制
度
設
計
と
し
て
妥
当
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
が
残
る
。

さ
て
、
こ
の
「
官
公
庁
契
約
の
行
政
化
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
わ
が
国
の
行
政
契
約
や
行
政
法
理
論
に
い
か
な
る
示
唆
を
与
え
る
だ
ろ

う
か
。
ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
Ｅ
Ｕ
法
の
諸
原
則
を
担
保
す
る
た
め
に
官
公
庁
契
約
概
念
と
行
政
契
約
概
念
と
を
同
一
視
し
、
そ
の

裁
判
管
轄
を
簡
素
化
さ
せ
た
が
、
裁
判
制
度
と
行
政
契
約
理
論
か
ら
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ

の
動
向
は
無
視
で
き
な（
４８
）

い
。
勿
論
、
Ｅ
Ｕ
法
と
フ
ラ
ン
ス
法
と
の
関
係
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
政
府
調
達
規
定
と
わ
が
国
の
法
と
の
関
係
と
は

同
列
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
一
定
の
範
囲
内
で
は
類
似
し
た
問
題
が
存
在
す
る
に
違
い
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
「
官
公
庁
契
約

の
行
政
化
」
に
関
す
る
議
論
は
、
わ
が
国
に
は
行
政
裁
判
所
が
存
在
し
な
い
の
で
、
裁
判
管
轄
の
簡
素
化
に
関
す
る
問
題
を
考
慮
せ
ず

と
も
、
行
政
契
約
を
私
法
上
の
契
約
と
は
異
な
る
法
効
果
を
有
す
る
契
約
と
し
て
確
立
さ
せ
、
か
つ
、
適
法
性
統
制
を
担
保
す
る
う
え

で
利
用
し
や
す
い
行
政
訴
訟
制
度
を
構
築
す
る
た
め
に
大
い
に
参
考
に
な
る
。

し
か
し
、
わ
が
国
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
に
は
、
行
政
契
約
と
行
政
訴
訟
制
度
に
つ
い
て
看
過
し
が
た
い
差
異
が
あ
る
。
ま
ず
、
わ
が

国
に
お
い
て
は
、
行
政
契
約
の
法
効
果
を
私
法
上
の
そ
れ
と
異
な
る
も
の
と
し
て
一
般
化
抽
象
化
さ
れ
た
か
た
ち
で
、
行
政
契
約
の
基

準
を
充
た
し
た
契
約
に
全
面
的
に
適
用
す
る
こ
と
が
な（
４９
）

い
。
ま
た
、
わ
が
国
で
は
、
一
方
で
は
行
政
優
位
の
発
想
が
あ
り
、
他
方
で
は

民
事
法
的
な
発
想
で
制
度
設
計
や
運
営
を
す
る
の
で
、
必
ず
し
も
利
用
し
や
す
い
制
度
と
し
て
設
計
・
運
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

（
５０
）

い
。
と
こ
ろ
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
行
政
裁
判
所
と
司
法
裁
判
所
の
存
在
を
前
提
と
し
つ
つ
、
越
権
訴
訟
と
完
全
裁
判
訴
訟
な
ど
に
分

類
し
、
適
法
性
統
制
の
手
段
と
し
て
越
権
訴
訟
を
発
展
さ
せ
て
き（
５１
）

た
。
行
政
訴
訟
制
度
を
比
較
し
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
と
は
事
情
が
異
な

っ
て
い
る
。
現
在
、
わ
が
国
の
行
政
訴
訟
制
度
改
革
も
、「
法
の
支
配
」
を
実
現
し
、「
裁
判
を
受
け
る
権
利
」、
適
正
な
行
政
を
受
け
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る
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
そ
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
「
官
公
庁
契
約
の
行
政
化
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
行
政
契
約
と
行
政
訴
訟
制
度
に
関
す
る
日
仏
間
の
差
異
を
勘
案
し
つ
つ
考
察

す
る
こ
と
に
よ
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
行
政
契
約
の
契
約
締
結
手
続
と
そ
の
適
法
性
統
制
を
担
保
す
る
行
政
訴
訟
制
度
を
構
築
す

る
う
え
で
示
唆
を
与
え
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
契
約
理
論
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
私
法
上
の
契
約
と
は
異
な
る
法
制
度
を
構
築

す
る
う
え
で
も
示
唆
を
与
え
る
だ
ろ
う
。
い
か
な
る
示
唆
が
得
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

（
１
）

塩
野
宏
『
行
政
法
�

第
三
版
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
年
）
一
六
六
頁
以
下
、
原
田
尚
彦
『
行
政
法
要
論

全
訂
第
四
版
』（
学
陽
書

房
、
一
九
九
八
年
）
一
九
四
頁
以
下
、
南
博
方
『
行
政
法

第
四
版
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
年
）
一
二
二
頁
以
下
を
参
照
。
わ
が
国
お
い

て
、
講
学
上
は
行
政
契
約
と
い
う
範
疇
が
定
着
し
て
い
る
し
、
ま
た
実
際
上
も
、
特
に
い
わ
ゆ
る
給
付
行
政
の
拡
大
な
ど
に
伴
っ
て
、
行
政

の
手
段
な
い
し
行
政
手
法
と
し
て
の
行
政
契
約
つ
ま
り
契
約
形
式
に
よ
る
行
政
活
動
が
多
く
な
り
、
こ
れ
に
伴
っ
て
行
政
契
約
と
い
う
行
政

手
法
が
採
ら
れ
る
領
域
な
ど
が
次
第
に
拡
大
し
て
い
る
。
ま
た
、
行
政
契
約
の
有
用
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
が
国
に
お
い
て
、

こ
の
よ
う
に
行
政
契
約
と
い
う
概
念
を
積
極
的
に
肯
定
し
、
そ
の
有
用
性
を
評
価
す
る
見
解
に
あ
っ
て
も
、
子
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
行

政
契
約
の
要
件
や
効
果
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
く
、
曖
昧
な
と
こ
ろ
が
多
い
と
の
印
象
を
否
み
が
た
い
。

（
２
）

塩
野
・
前
出
注
（
１
）
一
六
七
頁
を
参
照
。

（
３
）

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
契
約
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
滝
沢
正
「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
行
政
契
約
（
１
）
〜
（
５
・
完
）
―
行

政
契
約
の
標
識
を
中
心
と
し
て
―
」
法
学
協
会
雑
誌
九
五
巻
四
号
六
一
三
頁
以
下
、
五
号
八
八
一
頁
以
下
、
六
号
九
五
七
頁
以
下
、
七
号
一

一
五
二
頁
以
下
、
九
号
（
以
上
い
ず
れ
も
一
九
七
八
年
）
一
四
一
三
頁
以
下
、
三
好
充
『
フ
ラ
ン
ス
行
政
契
約
論
』（
成
文
堂
、
一
九
九
五

年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
官
公
庁
契
約
に
つ
い
て
は
、
亘
理
格
「
フ
ラ
ン
ス
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
的
手
法
―
『
公
役
務
の
委
任
』（D

élégation
de

service

pu
blics

）
を
素
材
に
―
」
会
計
検
査
研
究
二
五
号
（
二
〇
〇
二
年
）
一
一
九
頁
以
下
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
関
す
る
基
本
的
な
邦
語

訳
の
体
系
書
と
し
て
は
、
Ｊ
・
リ
ヴ
ェ
ロ
著

兼
子
仁
ほ
か
編
訳
『
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
）
が
あ
る
。

（
４
）

塩
野
・
前
出
注
（
１
）
一
六
八
頁
の
注
（
１
）
を
参
照
。
塩
野
教
授
は
、「
外
国
法
研
究
を
通
じ
て
、
そ
の
成
果
を
わ
が
国
に
導
入
な
い

フランスにおける官公庁契約の行政化
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し
参
考
に
供
す
る
と
い
う
試
み
は
な
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
そ
の
一
例
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
契
約
を
研
究
し
た
滝
沢
正

教
授
の
成
果
（
前
注
（
３
）
を
参
照
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）

m
arch

és
pu

blics

の
訳
語
と
し
て
、
滝
沢
教
授
は
「
官
公
庁
契
約
」
を
、
兼
子
教
授
ら
は
「
公
契
約
」
を
、
亘
理
教
授
は
「
公
共
契
約
」

を
充
て
る
。
本
稿
で
は
、
以
下
の
理
由
か
ら
、
「
官
公
庁
契
約
」
を
採
用
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
に
、
「
公
的
契
約
」
な
い
し
「
公
共
契
約
」

と
い
う
訳
語
で
は
、
ド
イ
ツ
の
公
法
契
約
と
混
同
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
滝
沢
・
前
出
注
（
３
）「（
１
）」
六
二
四
頁
以
下
、

Ｊ
・
リ
ヴ
ェ
ロ
著
・
兼
子
仁
ほ
か
編
訳
・
前
出
注
（
３
）
一
二
九
頁
、
亘
理
・
前
出
注
（
３
）
一
二
一
頁
を
参
照
）。

（
６
）

拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
契
約
と
官
公
庁
契
約
―
法
外
制
度
を
中
心
と
し
て
―
」
阪
大
法
学
五
二
巻
二
号
（
二
〇
〇
二
年
）
三

〇
一
頁
以
下
を
参
照
。
な
お
、
拙
稿
は
、
私
法
上
の
契
約
と
異
な
る
法
効
果
を
付
与
す
る
方
向
で
行
政
契
約
を
探
求
す
る
研
究
の
一
例
と
し

て
、
一
橋
大
学
の
中
田
裕
康
教
授
に
よ
り
引
用
さ
れ
て
い
る
（
中
田
裕
康
「
公
益
法
人
制
度
の
問
題
の
構
造
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
七
六
七
号
（
二
〇
〇

三
年
）
二
二
頁
注
四
二
を
参
照
）。

（
７
）

m
arch

és
pu

blics

に
「
官
公
庁
契
約
」
と
い
う
訳
語
を
充
て
た
の
で
、
本
稿
注
（
５
）
で
述
べ
た
理
由
と
同
じ
理
由
に
よ
り
、C

ode

des
m

arch
és

pu
blics

の
訳
語
と
し
て
「
官
公
庁
契
約
法
典
」
を
採
用
す
る
。

（
８
）
「
官
公
庁
契
約
の
行
政
化
（«
l’adm

in
istrativisation

»
des

m
arch

és
pu

blics)

」
と
い
う
用
語
は
、
モ
デ
ル
ヌ
教
授
（F

.M
odern

e

）

が
、
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
二
条
に
関
す
る
自
ら
の
論
説
（
後
注
（
３４
）
を
参
照
）
で
使
用
し
た
用
語
で
あ
り
、
そ
の
後
の
論
説
で
も
使
用
さ
れ

て
い
る
。

（
９
）

「
法
的
安
定
性
の
原
則
」
と
は
、
特
定
の
状
況
に
対
す
る
法
の
適
用
は
予
測
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
で
あ
る
（
デ
イ

ヴ
ィ
ッ
ド
・
エ
ド
ワ
ー
ド
�
ロ
バ
ー
ト
・
レ
イ
ン
著

庄
司
克
宏
訳
『
Ｅ
Ｕ
法
の
手
引
き
』（
国
際
書
院
、
一
九
九
八
年
）
八
〇
頁
以
下
を

参
照
）。

（
１０
）

Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
（loi

M
U

R
C

E
F

;
loi

du
11

décem
bre

2001,
portan

t
M

esu
res

U
rgen

tes
de

R
éform

es
à

C
aracère

É
con

om
iqu

e
et

F
in

an
cier

「
経
済
・
財
政
的
改
革
緊
急
措
置
法
」）
の
「
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
」
は
、
カ
ッ
コ
内
の
原
語
（
な
お
本
注
の
括
弧

内
の
原
語
は
略
語
の
イ
メ
ー
ジ
を
把
握
し
や
す
い
よ
う
に
筆
者
が
各
々
の
頭
文
字
を
大
文
字
化
し
た
）
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
仏
語
単
語
の
頭
文
字
を
並
べ
た
略
語
（
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
）
を
「
ミ
ュ
ル
シ
ェ
フ
」
と
発
音
す
る
。
正
式
名
称
が
長
い
た
め
、
フ
ラ
ン
ス

に
お
い
て
は
「loiM

U
R

C
E

F

（
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
法
）」
と
称
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
本
稿
も
そ
れ
に
倣
い
た
い
。
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（
１１
）

「
普
通
法
外
条
項
（clau

se
exorbitan

te
du

droit
com

m
u

n

）」
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
論
説
な
ど
で
も
、「
法
外
条
項
（clau

se

exorbitan
te

）」
と
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
両
者
の
概
念
に
相
違
が
な
い
の
で
、
わ
が
国
の
論
説
に
お
い
て
も
「
法
外
条
項
」

と
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
本
稿
も
そ
れ
に
倣
い
「
法
外
条
項
」
と
す
る
。

（
１２
）

L
.R

ich
er,

D
roit

des
con

trats
adm

in
istratifs,L

G
D

J,3
e

éd.,2002,n
os108

et
s.

（
１３
）

「
条
件
明
細
書
（cah

ier
des

ch
arges

）」
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
法
上
の
約
款
で
あ
り
、
そ
の
訳
語
と
し
て
、
滝
沢
教
授

は
「
負
担
書
」
を
充
て
、
兼
子
教
授
ら
は
「
条
件
明
細
書
」
を
充
て
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
「
条
件
明
細
書
」
を
採
用
す
る
（
滝
沢
・
前
出

注
（
３
）「（
１
）」
六
三
八
頁
注
五
二
、
Ｊ
・
リ
ヴ
ェ
ロ
著
・
兼
子
ほ
か
編
訳
・
前
出
注
（
３
）
二
七
一
頁
を
参
照
）。

（
１４
）

A
.de

L
au

badère,F
.M

odern
e,P

.D
elvolvé,T

raité
des

con
trats

adm
in

istratifs,L
G

D
J,1983,tom

ê
I,n

os160
et

s.
;

J.R
ivero

et
J.W

alin
e,D

roit
adm

in
istratif,D

alloz,17
e

éd.1998,n
o

111.L
.R

ich
er,op.cit.,n

ote(12),n
os110

et
s.

（
１５
）

「
普
通
法
外
制
度
（régim

e
exorbitan

t
du

droit
com

m
u

n

）」
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
論
説
な
ど
で
も
、「
法
外
制
度
（régim

e

exorbitan
t

）」
と
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
本
稿
も
そ
れ
に
倣
い
「
法
外
制
度
」
と
す
る
。

（
１６
）

M
.L

on
g,P

.W
eil,G

.B
raiban

t,P
.D

elvolvé,B
.G

en
evois,L

es
G

ran
ds

arrêts
de

la
ju

rispru
den

ce
adm

in
istrative,

D
alloz,

13
e

éd.,
2001,

obs.
n

o
27.

な
お
、
サ
ン
川
判
決
（C

E
S

ect.
19

jan
v.

1973,
S

ociété
d’exploitation

électriqu
e

de
la

rivière
du

S
an

t,R
ec.48

;
C

JE
G

1973.239,con
cl.R

ou
gevin- B

aville,n
ote

C
arron

;
A

JD
A

1973.358,ch
ron

.L
éger

et

B
oyon

;
JC

P
1974.II.17629,n

ote
P

ellet
;

R
ev.adm

.1973.633,n
ote

A
m

selek

）
と
法
外
制
度
に
つ
い
て
は
、
三
好
・
前
出
注

（
３
）
三
七
頁
以
下
を
も
参
照
。

（
１７
）

L
.R

ich
er,op.cit.n

ote(12),n
os499

et
s.

（
１８
）

L
.R

ich
er,op.cit.n

ote(12),n
o

500.

（
１９
）

亘
理
・
前
出
注
（
３
）
一
一
九
頁
以
下
を
参
照
。
亘
理
教
授
は
、
「
公
役
務
の
委
任
」
の
性
質
に
つ
き
「
公
共
契
約
（m

arch
és

pu
blics

に
対
す
る
亘
理
教
授
の
訳
語
）」
と
比
較
し
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。
ま
ず
、「
公
共
契
約
」
の
契
約
締
結
手
続
に
つ
い
て
、「
公
開
と
競
争
」

に
沿
っ
た
入
札
制
度
が
適
用
さ
れ
、「
厳
格
入
札
制
度
（adju

dication

）」
に
せ
よ
、「
裁
量
的
入
札
制
度
（appel

d’offres

）」
に
せ
よ
、
事

前
の
公
告
に
よ
り
競
争
入
札
が
実
施
さ
れ
る
。
落
札
者
決
定
の
方
式
に
つ
い
て
、「
厳
格
入
札
制
度
」
の
場
合
で
は
、
最
低
額
の
見
積
も
り

を
申
し
出
た
者
が
落
札
す
る
こ
と
が
法
律
上
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
他
方
、「
裁
量
的
入
札
制
度
」
の
場
合
で
は
、
事
業
者
の
質
の
確
保

フランスにおける官公庁契約の行政化

（阪大法学）５３（５―８３）１１５７〔２００４．１〕



の
た
め
、
価
格
以
外
の
諸
条
件
を
も
勘
案
し
た
上
で
、「
最
善
の
申
し
出
を
し
た
」
と
見
な
さ
れ
る
入
札
者
を
落
札
者
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
（
亘
理
・
前
出
注
（
３
）
一
二
九
頁
以
下
を
参
照
）。
な
お
、「
公
役
務
の
委
任
」
と
は
、
私
人
に
公
役
務
の
遂
行
を
な
さ
し
め
る
た
め
の

行
政
契
約
で
あ
り
、「
公
役
務
の
特
許
（con

cession
de

service
pu

blic

）」
と
「
収
益
的
公
共
施
設
管
理
委
託
契
約
（afferm

age

）」
の

典
型
契
約
が
あ
る
。「
公
役
務
の
特
許
」
と
は
、
事
業
者
が
事
業
に
必
要
な
設
備
を
建
設
し
た
う
え
で
、
利
用
者
か
ら
料
金
を
徴
収
し
つ
つ
、

役
務
を
履
行
す
る
契
約
で
あ
る
。
他
方
、「
収
益
的
公
共
施
設
管
理
委
託
契
約
」
と
は
、
事
業
者
が
公
的
施
設
を
利
用
し
て
、
利
用
者
か
ら

料
金
を
徴
収
し
つ
つ
、
役
務
を
履
行
す
る
契
約
で
あ
る
。「
公
役
務
の
委
任
」
は
、「
公
共
契
約
」
と
は
異
な
り
、
公
開
性
・
競
争
性
の
確
保

と
交
渉
可
能
性
の
留
保
と
が
併
存
し
て
お
り
、
事
業
者
の
能
力
を
勘
案
し
て
選
考
さ
れ
る
。
両
者
は
、
収
益
源
に
よ
っ
て
峻
別
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
事
業
者
が
公
役
務
利
用
者
か
ら
の
使
用
料
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
と
き
は
、「
公
役
務
の
委
任
」
で
あ
る
が
、
他
方
、
公
共
団
体

が
支
払
う
報
酬
を
収
入
源
と
し
て
い
る
と
き
は
、「
公
共
契
約
」
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
契
約
締
結
は
、
公
開
制
と
競
争
入
札
手
続
の

適
用
を
原
則
と
す
る
公
共
契
約
法
典
（C

ode
des

m
arch

és
pu

blics

へ
の
亘
理
教
授
の
訳
語：

官
公
庁
契
約
法
典
に
相
当
）
所
定
の
手
続

に
服
す
る
（
亘
理
・
前
出
注
（
３
）
一
二
一
頁
以
下
を
参
照
）。

（
２０
）

L
.R

ich
er,op.cit.n

ote(12),n
o

499.

（
２１
）

私
は
、
前
稿
に
お
い
て
、référence
お
よ
びsou

m
ission

と
い
う
用
語
に
対
し
て
、
共
に
「
準
拠
」
と
い
う
訳
語
を
充
て
た
。
前
者

（référence
à

;
se

référer
à

）
は
条
件
明
細
書
や
一
般
行
政
条
項
明
細
書
に
対
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
後
者
（sou

m
ssion

à
;

sou
m

ettre
à

）
は
官
公
庁
契
約
法
典
や
個
別
的
な
立
法
に
対
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
前
者
と
後
者
は
と
も
に
法
令
な
ど
を
「
参

照
す
る
」
も
し
く
は
「
引
用
す
る
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
前
者
と
後
者
は
と
も
に
、
行
政
契
約
に
関
す
る
論
説
の
中
で

は
、
行
政
契
約
と
し
て
の
性
格
づ
け
と
は
無
関
係
に
、
単
に
官
公
庁
契
約
法
典
や
一
般
行
政
条
項
明
細
書
を
引
用
ま
た
は
参
照
し
て
い
る
と

い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
滝
沢
教
授
は
「
言
及
」
と
い
う
訳
語
を
使
用
し
、
兼

子
教
授
ら
は
「
引
用
」
と
い
う
訳
語
を
使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
前
稿
に
倣
い
「
準
拠
」
と
い
う
訳
語
に
統
一
し
た
い
（
拙
稿

・
前
出
注
（
６
）
三
二
六
頁
注
（
４９
）
を
参
照
）。

（
２２
）

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
官
公
庁
契
約
概
念
と
行
政
契
約
概
念
と
の
関
係
に
つ
き
、
学
説
を
第
一
説
（prim

iere
th

èse

）
、
第
二
説
（secon

de

th
èse

）
と
分
類
す
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
ら
に
学
説
上
の
名
称
を
付
与
す
る
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
、
前
稿
で
は
、
官
公
庁
契
約
概
念
と
行

政
契
約
概
念
と
の
関
係
を
分
か
り
易
く
説
明
す
る
た
め
に
、
少
数
説
お
よ
び
多
数
説
と
い
う
用
語
を
使
用
し
た
の
で
、
本
稿
も
そ
れ
に
倣
う

論 説
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（
拙
稿
・
前
出
注
（
６
）
三
〇
九
頁
を
参
照
）。

（
２３
）

L
.R

ich
er,op.cit.n

ote(12),n
o

140.
（
２４
）

H
.S

avoie,con
cl.su

r
C

.E
.9

avril1999,M
m

e.T
ou

bou
l- F

ish
er,R

F
D

A
1999,p.962

et
s.

（
２５
）

R
.S

ch
w

artz,con
cl.su

r
T

.C
.5

ju
ill.1999,C

n
e.de

S
au

ve
c/S

té.G
estetn

er,R
F

D
A

1999,p.1163
et

s.

（
２６
）

F
.R

ayn
au

d
et

P
.F

om
beu

r,ch
ron

.su
r

T
.C

.5
ju

ill.1999,U
n

ion
des

grou
pem

en
ts

d’ach
atas

pu
blics,et

T
.C

.5
ju

ill.

1999,
C

om
m

u
n

e
de

S
au

ve,A
JD

A
,1999,p.556

et
s.

（
２７
）

O
.D

u
grip,L

e
dom

ain
e

du
con

trat
privé

:
m

arch
é

pu
blic

de
droit

privé,JC
P

E
.1999,n

o
4,p.1

et
s.

（
な
お
、JC

P

E
.

と
は
、JC

P
C

aih
ier

de
droit

de
l’en

treprise

の
略
称
で
あ
る
）。

（
２８
）

O
.D

u
grip,op.cit.n

ote(27),p.1
et

s.

な
お
、
レ
ノ
ー
�
フ
ォ
ン
ベ
ー
ル
は
、
少
数
説
（
サ
ヴ
ォ
ワ
論
告
）
と
多
数
説
と
に
分
類
す

る
が
、
シ
ュ
ワ
ル
ツ
論
告
の
理
論
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
に
し
て
い
な
い
（F

.R
ayn

au
d

et
P

.F
om

beu
r,op.cit.n

ote

(26),p
557

et
s.

）。

（
２９
）

な
お
、
こ
れ
ら
二
件
の
権
限
裁
判
所
の
判
決
は
、
公
共
購
入
連
合
判
決
（T

C
5

ju
ill.

1999,
U

n
ion

des
grou

pem
en

ts
d’ach

ats

pu
blics,

R
ec.

465
;

A
JD

A
1999,

p.554,
ch

ron
.

R
ayn

au
d

et
F

om
beu

r,
et

2000.
115,

n
ote

F
ardet

;
C

JE
G

2000.
169,

n
ote

B
éch

illon
et

T
ern

eyre

）
と
ソ
ブ
市
判
決
（T

C
5

ju
ill.1999,C

om
m

u
n

e
de

S
au

ve,R
ec.465

;
B

JC
P

1999.526,et
R

F
D

A

1999.
1163,

con
cl.

S
ch

w
artz

;
A

JD
A

1999.
554,

ch
ron

.
R

ayn
au

d
et

F
om

beu
r

;
C

JE
G

2000.
169,

n
ote

B
éch

illon
et

T
ern

eyre
;

R
D

P
2000.247,n

ote
L

loren
s

）
で
あ
る
。

（
３０
）

F
.R

ayn
au

d
et

P
.F

om
beu

r,op.cit.n
ote(26),p.557

et
s.

;
O

.D
u

grip,op.cit.n
ote(27),p.1

et
s.

（
３１
）

F
.R

ayn
au

d
et

P
.F

om
beu

r,op.cit.n
ote(26),p.559

et
s.

;
O

.D
u

grip,op.cit.n
ote(27),p.2

et
s.

（
３２
）

本
稿
注
（
１９
）、
Ｊ
・
リ
ヴ
ェ
ロ
著
・
兼
子
仁
ほ
か
編
訳
・
前
出
注
（
３
）
一
二
九
頁
、
亘
理
・
前
出
注
（
３
）
一
二
一
頁
以
下
を
参
照
。

（
３３
）

ク
ラ
モ
ー
は
、
こ
の
論
文
を
公
表
し
た
時
点
で
は
、
モ
ン
ペ
リ
エ
第
一
大
学
（U

n
iversité

M
on

tpellier
I

）
の
給
費
研
究
員

（A
llocataire

de
rech

erch
e

―M
on

iteu
r

）
で
あ
る
。

（
３４
）

F
.M

odern
e,F

au
t- ilvraim

en
t

«adm
in

istrativiser»
l’en

sen
m

bles
des

m
arch

és
pu

blics?,A
JD

A
2001,p.707

et
s.

（
３５
）

F
.M

odern
e,op.cit.n

ote
(34),p.707

et
s.
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（
３６
）

G
.C

lam
ou

r,L
oiM

U
R

C
E

F
:

L
es

en
jeu

x
de

«l’adm
in

istrativisation
»

des
m

arch
és

pu
blics,JC

P
2002,p.593

et
s.

（
３７
）

G
.C

lam
ou

r,op.cit.n
ote(36),p.593

et
s.

（
３８
）

G
.C

lam
ou

r,op.cit.n
ote(36),p.593

et
s.

（
３９
）

G
.C

lam
ou

r,op.cit.n
ote(36),p.595

et
s.

（
４０
）

G
.C

lam
ou

r,op.cit.n
ote(36),p.597

et
s.

（
４１
）

G
.C

lam
ou

r,op.cit.n
ote(36),p.598

et
s.

（
４２
）

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
行
政
訴
訟
と
し
て
、
全
面
審
判
訴
訟
（recou

rs
de

plein
e

ju
ridiction

）
と
越
権
訴
訟
（recours

pou
r

excés
de

pou
voir

）
と
が
存
在
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
、
全
面
審
判
訴
訟
の
方
法
が
可
能
な
場
合
に
つ
い
て
は
越
権
訴
訟
を
不
受
理
と
す
る
、
並
行
訴

訟
の
抗
弁
の
法
理
が
導
か
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
越
権
訴
訟
を
発
展
さ
せ
る
方
向
で
判
例
法
が
展
開
さ
れ
、
行
政
裁
判
判
例
は
、
全
面
審
判

訴
訟
の
対
象
と
な
る
行
政
作
用
の
領
域
に
つ
い
て
越
権
訴
訟
の
受
理
可
能
性
を
拡
大
す
る
た
め
の
法
技
術
と
し
て
、
分
離
し
得
る
行
為
の
理

論
（th

éorie
de

l’acte
détach

able

）
を
導
入
し
た
。
一
九
世
紀
の
行
政
判
例
法
で
は
、
選
挙
、
租
税
、
行
政
契
約
な
ど
の
執
行
作
用
に
含

ま
れ
る
行
政
決
定
の
違
法
性
に
つ
い
て
は
、
越
権
訴
訟
で
は
な
く
全
面
審
判
訴
訟
で
争
う
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
二
〇
世
紀
の
行
政
判
例
は
、

選
挙
、
租
税
、
行
政
契
約
の
執
行
作
用
に
含
ま
れ
て
い
る
行
政
決
定
の
う
ち
の
一
部
に
つ
い
て
当
該
執
行
作
用
か
ら
の
分
離
性
を
認
め
、
越

権
訴
訟
の
対
象
に
含
め
た
（
分
離
し
得
る
行
為
の
理
論
）。
分
離
し
得
る
行
為
の
理
論
に
よ
っ
て
、
当
該
決
定
に
係
る
利
害
関
係
者
が
、
執

行
作
用
か
ら
分
離
さ
れ
た
行
政
決
定
に
つ
い
て
、
越
権
訴
訟
に
よ
っ
て
そ
の
違
法
性
を
争
う
こ
と
を
可
能
と
し
た
（
橋
本
博
之
『
行
政
訴
訟

改
革
』〈
弘
文
堂
、
二
〇
〇
一
年
〉
九
六
頁
以
下
を
参
照
）。

（
４３
）

J.R
ivero

et
J.W

alin
e,,op.cit.n

ote
(14),n

o
111.

な
お
、
本
稿
第
一
章
第
一
節
以
下
も
参
照
。

（
４４
）

M
.L

on
g,P

.W
eil,G

.B
raiban

t,P
.D

elvolvé,B
.G

en
evois,op.cit.,n

ote(16),n
o

27.
;

A
.de

L
au

badere,F
.M

odern
e,

P
.D

elvolve,op.cit.n
ote

(14),n
os170

et
s.

な
お
、
本
稿
第
一
章
第
一
節
以
下
も
参
照
。

（
４５
）

F
.R

ayn
au

d
et

P
.F

om
beu

r,op.cit.n
ote

(26),p.556
et

s.
;

O
.D

u
grip,op.cit.n

ote(27),p.1
et

s.

（
４６
）

拙
稿
・
前
出
注
（
６
）
三
一
九
頁
以
下
を
参
照
。

（
４７
）

F
.R

ayn
au

d
et

P
.F

om
beu

r,op.cit.n
ote

(26),p.557
et

s.
;

O
.D

u
grip,op.cit.n

ote(27),p.1
et

s.

（
４８
）

須
網
隆
夫
「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と
地
方
自
治
体
―
政
府
調
達
協
定
を
め
ぐ
っ
て
―
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
五
四
号
（
二
〇
〇
三
年
）
七
二
頁
以
下
を

論 説
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参
照
。

（
４９
）

滝
沢
・
前
出
注
（
３
）「（
１
）」
六
二
二
頁
以
下
を
参
照
。

（
５０
）

阿
部
泰
隆
「
基
本
科
目
と
し
て
の
行
政
法
・
行
政
救
済
法
の
意
義
（
一
）」
自
治
研
究
七
七
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
年
）
八
頁
以
下
を
参
照
。

（
５１
）

橋
本
博
之
「
行
政
訴
訟
に
関
す
る
外
国
法
制
調
査
―
フ
ラ
ン
ス
（
上
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
三
六
号
（
二
〇
〇
二
年
）
八
五
頁
以
下
を
参

照
。

﹇
付
記
﹈

二
〇
〇
三
年
度
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
研
究
会
第
一
〇
一
回
研
究
会
（
九
月
一
三
日
、
於
成
城
大
学
）
に
お
い
て
、
本
稿
の
一
部
を
報
告

す
る
機
会
を
得
た
。
筆
者
の
報
告
に
対
し
会
員
の
諸
先
生
方
か
ら
貴
重
な
御
指
導
・
御
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

フランスにおける官公庁契約の行政化
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